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第
六
十
五
囘
神
田
古
本
ま
つ
り
の
收
穫
(
坤
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

土
屋 

博 

 

十
二
「
少
年
倶
樂
部 
昭
和
五
年
十
一
月
號
」
本
體 

及
附
錄
「
繪
本
太
閤
物
語
」(
澤
田
謙
文
、
明
石
弘
志
畫
) 

(
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
、
昭
和
五
年
十
一
月
一
日
發
行
、
本
文
三
〇
五
頁
) 

古
書
價
格
本
體
、
附
錄
、
各
六
百
圓
也
。
立
志
奮
鬪
出
世
く
ら
べ
號
と
題
し
、
た
と
へ
ば
、
野
村
胡
堂
は
、

朝
鮮
の
仁
川
の
旅
館
に
て
、
宮
城
道
雄
少
年
(
一
八
九
四
年
生
れ
、
一
九
五
六
年
歿
)、
伊
藤
博
文
公
(
一

八
四
一
年
生
れ
、
一
九
〇
九
年
歿
)
の
前
に
て
自
作
の
新
作
箏
曲
「
水
の
變
態
」
を
奏
し
た
る
樣
子
を
活
寫

す
。 

附
錄
冒
頭
部
分
よ
り
、『
日
輪
が
體
內
に
宿
る
と
夢
見
て
生
れ
た
か
ら
と
名
づ
け
た
日
吉
丸
。
ど
ん
な
可
愛

い
子
が
生
れ
た
と
思
ふ
と
、
ま
る
で
猿
だ
。』
と
。 

            

十
三
「
歷
史
囘
顧 

日
日
讀
本
」
馬
場
峰
月
編
著 

(
國
民
敎
育
會
藏
版
、
昭
和
七
年
五
版
、
定
價
金
参
圓
五
拾
錢
、
七
五
八
頁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
初
版
は
昭
和
六
年
。
卷
頭
言
に
曰
く
、「
本
書
は
一
年
間
の
各
日
に
於
け
る
歷
史
的

事
實
を
記
述
し
、
そ
の
日
の
囘
顧
の
料
に
供
す
る
を
目
的
と
し
た
る
も
の
な
り
」
と
。
た
と
へ
ば
、
十
二
月

二
日
に
つ
い
て
は
、
①
モ
ン
ロ
ổ
主
義
の
宣
言
(
一
八
二
三
年
)、
②
細
川
忠
興
歿
す
、
年
八
十
三
(
正
保

二
年
)。 
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十
四
「
人
間
山
陽
と
史
家
山
陽 

校
正
刷
」
德
富
蘇
峰
著 

(
昭
和
七
年
頃
、
和
綴 

私
家
本
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
出
版
前
の
校
正
刷
な
り
。
蘇
峰
の
祕
書
的
存
在
と
も
み
ゆ
る
池
上
生
の
朱
筆
訂
正
は
、

一
言
一
句
ゆ
る
が
せ
に
せ
ず
、
微
に
入
り
細
を
穿
ち
、「
全
部
今
一
校
を
要
す
」
と
あ
り
。 

成
蕢
堂
文
庫
用
箋
を
使
用
し
た
れ
ば
、
蘇
峰
關
係
者
の
も
の
な
り
と
斷
定
す
る
こ
と
を
得
。 

 

 

十
五
「
佐
々
木
・
武
田
氏 

新
制 

新
撰
女
子
國
語
讀
本 
辭
書 

七
卷
」 

(
日
本
辭
書
株
式
會
社
、
昭
和
十
三
年
刊
、
新
版
記
念
特
價
金
參
拾
五
錢
、
一
九
〇
頁
) 

古
書
價
格
百
圓
也
。
敎
科
書
準
據
の
い
は
ゆ
る
ア
ン
チ
ἂ
コ
な
り
。「
國
體
の
明
光
」(
三
上
參
次
)、「
吉
野

の
行
宮
」(
神
皇
正
統
記
)、「
妹
に
與
ふ
」(
吉
田
松
陰
)、「
月
の
夜
」(
樋
口
一
葉
)、「
重
盛
の
諫
言
」(
平

家
物
語
)、「
配
所
の
月
」(
大
鏡
)
な
ど
。 

 

 

十
六
「
國
文
解
釋
の
方
法
と
技
術
」
池
田
龜
鑑
・
佐
伯
梅
友
・
吉
田
精
一
共
著 

(
至
文
堂
、
昭
和
二
十
八
年
刊
、
定
價
金
貳
百
七
拾
圓
、
三
六
三
頁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
源
氏
物
語
桐
壺
よ
り
の
引
用
例
文
は
、「
繪
に
か
け
る
楊
貴
妃
の
容
貌
(
か
た
ち
)

は
、
い
み
じ
き
繪
師
と
い
へ
ど
も
、
筆
限
り
あ
り
け
れ
ば
、
い
と
に
ほ
ひ
少
な
し
」。 



3 

 

 

十
七
「
全
講 

枕
草
子 

上
下
」
池
田
龜
鑑
著 

(
至
文
堂
、
昭
和
三
十
二
年
再
販
、
定
價
各
八
百
圓
、
合
計
七
七
二
頁
) 

古
書
價
格
、
二
册
に
て
五
百
圓
也
。
函
入
。
序
に
曰
く
、「
枕
草
子
を
讀
め
ば
讀
む
ほ
ど
こ
の
作
品
に
深
い

興
味
を
感
じ
、
あ
の
め
ま
ぐ
る
し
い
歷
史
の
激
流
に
生
き
た
作
者
に
強
く
心
を
惹
か
れ
、
い
つ
の
間
に
か
憧

憬
を
抱
く
樣
に
な
つ
た
」
と
。
下
卷
に
は
、
系
圖
、
年
表
、
圖
錄
、
索
引
も
收
錄
す
。 

 

十
八
「
國
民
の
文
學 

第
十
卷 

平
家
物
語
」 

(
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
三
十
八
年
刊
、
定
價
三
百
九
十
圓
、
五
一
六
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
函
入
。
中
山
義
秀
譯
の
平
家
物
語
。
井
伏
鱒
二
譯
の
保
元
平
治
物
語
も
收
錄
す
。 

「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
響
は
萬
物
流
転
の
つ
ね
な
ら
ぬ
世
の
樣
を
つ
た
え
、
白
じ
ろ
と
散
る
沙
羅
雙
樹
の
花

の
姿
は
榮
え
る
者
の
か
な
ら
ず
滅
び
ゆ
く
道
理
を
つ
げ
る
」
と
。 

 

十
九
「
源
氏
物
語
入
門
」
冨
倉
德
次
郞
著 

(
小
峯
書
店
、
昭
和
四
十
二
年
刊
、
定
價
七
百
八
拾
圓
、
四
二
〇
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
冨
倉
德
次
郞
(
一
九
〇
〇
年
生
れ
、
一
九
八
六
年
歿
)
は
、
第
二
高
等
學
校
理
科
、

東
京
帝
大
理
學
部
を
經
て
、
京
都
帝
大
國
文
科
卒
。
戰
後
駒
澤
大
學
敎
授
。
平
家
物
語
の
權
威
と
し
て
知
ら
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る
。 

序
に
曰
く
、「
そ
も
そ
も
源
氏
物
語
は
そ
ぞ
ろ
ご
と
で
あ
る
。
几
帳
の
か
げ
で
十
二
單
衣
の
姬
君
が
侍
女
の

讀
む
の
を
し
み
じ
み
と
聽
き
入
つ
た
物
語
な
の
で
あ
る
。」
と
。 

 

二
十
「
源
氏
物
語
の
世
界
」
吉
田
精
一
著 

(
秋
田
書
店
、
昭
和
四
十
四
年
刊
、
定
價
五
百
八
拾
圓
、
二
五
二
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
吉
田
精
一
(
一
九
〇
八
年
生
れ
、
一
九
八
四
年
歿
)
は
、
一
高
、
東
大
國
文
科
卒
、

東
京
敎
育
大
學
敎
授
を
經
て
東
大
敎
授
。 

は
じ
め
に
に
曰
く
、「
源
氏
物
語
は
ま
だ
ま
だ
一
般
化
さ
れ
て
い
な
い
。
専
門
の
國
文
學
者
と
稱
す
る
人
人

の
う
ち
、
原
典
を
古
注
に
よ
つ
て
吟
味
し
つ
つ
讀
み
通
し
た
者
が
幾
人
い
る
か
」
と
。 

 

  

二
十
一
「
黑
川
本 

紫
日
記 

上
下 

宮
內
廳
書
陵
部
藏
」
秋
山
虔
編 

(
笠
間
書
院
、
昭
和
四
十
七
年
復
刻
、
定
價
千
二
百
圓
) 

古
書
價
格
百
圓
也
。
宮
內
廳
藏
の
紫
式
部
日
記
。
く
ず
し
字
の
た
め
解
讀
は
容
易
な
ら
ず
。
寛
弘
五
年
(
一

〇
〇
八
年
)
秋
よ
り
翌
々
年
正
月
ま
で
の
記
錄
な
り
。 
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二
十
二
「
古
典
へ
の
道
案
內
」
齋
藤
雅
子
著 

(
三
一
書
房
、
一
九
七
八
年
刊
、
定
價
千
四
百
圓
、
三
一
八
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
齋
藤
雅
子
(
一
九
三
一
年
生
れ
、
二
〇
〇
四
年
歿
)
は
、
都
立
大
佛
文
科
卒
、
共
同

通
信
記
者
を
經
て
文
筆
家
。 

本
書
は
、
古
典
の
梗
槪
を
知
る
に
極
め
て
有
用
。
中
古
及
び
中
世
部
分
は
、
一
九
七
七
年
公
明
新
聞
學
藝
欄

連
載
、
上
代
部
分
は
書
き
下
ろ
し
。 

 

二
十
三
「
源
氏
日
記
」
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ỿ
カ
ổ
著 

(
講
談
社
、
昭
和
五
十
五
年
刊
、
定
價
千
四
百
圓
、
三
〇
九
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
一
九
七
〇
年
十
一
月
十
日
の
日
記
よ
り
、「
與
謝
野
晶
子
譯
と
谷
崎
潤
一
郞
譯
の
相

違
は
、
動
詞
の
活
用
と
、
ど
の
程
度
曖
昧
さ
を
殘
そ
う
と
す
る
か
の
二
点
に
帰
著
す
る
。
晶
子
は
ウ
ỽ
イ
リ

ổ
譯
同
樣
に
き
つ
ぱ
り
と
し
た
動
詞
の
形
で
終
る
。
一
方
、
谷
崎
は
原
文
と
同
じ
程
度
に
曖
昧
さ
を
殘
す
」

と
。 

 

二
十
四
「
谷
崎
潤
一
郞
譯 

源
氏
物
語 

全
」 

(
中
央
公
論
社
、
昭
和
六
十
二
年
刊
、
定
價
八
千
八
百
圓
、
一
六
九
二
頁
) 
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古
書
價
格
二
千
九
百
七
十
圓
也
。
昭
和
三
十
九
年
よ
り
四
十
年
に
か
け
て
刊
行
せ
ら
れ
た
る
「
新
々
譯
」
を

昭
和
六
十
一
年
に
一
册
本
と
し
て
刊
行
し
た
る
も
の
。
題
字
、
裝
丁
は
加
山
又
造
畫
伯
。 

附
錄
の
「
隆
能
源
氏
物
語
繪
卷
」
の
全
圖
及
び
解
説
は
貴
重
な
り
と
覺
ゆ
。
ま
た
、
北
村
久
備
「
す
み
れ
草
」

に
準
據
せ
る
年
立
も
活
用
す
べ
し
。 

 

二
十
五
「
定
家
明
月
記
と
私
」
齋
藤
榮
三
郞
著 

(
ヒ
ἁ
ổ
マ
ン
ド
キ
ἁ
メ
ン
ト
社
、
昭
和
六
十
二
年
刊
、
定
價
二
千
八
百
圓
、
二
四
五
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
齋
藤
榮
三
郞
(
一
九
一
三
年
生
れ
、
二
〇
〇
〇
年
歿
)
は
、
早
稻
田
大
學
商
學
部
卒
、

日
經
新
聞
記
者
を
經
て
、
參
議
院
議
員
、
科
技
廳
⾧
官
。「
太
平
洋
戰
期
に
お
け
る
日
本
經
濟
の
實
證
的
硏

究
」
に
よ
り
商
學
博
士
(
早
稻
田
大
學
)、「
賠
償
の
實
證
的
硏
究
」
に
よ
り
法
學
博
士
(
中
央
大
學
)、「
イ

ス
ラ
ム
の
社
會
思
想
」
に
よ
り
文
學
博
士
(
東
洋
大
學
)。 

昭
和
二
十
年
六
月
、
日
經
新
聞
シ
ン
ガ
ポ
ổ
ル
支
局
⾧
兼
陸
軍
報
道
班
時
代
に
藤
原
定
家
を
讀
み
、「
明
月

記
」
は
心
の
支
へ
と
な
り
た
る
由
。
保
元
の
亂
に
よ
り
公
卿
社
會
の
崩
壊
し
て
行
く
時
代
を
生
き
拔
き
た
る

定
家
は
、
血
み
ど
ろ
の
生
活
を
送
り
け
り
と
ぞ
。 

 

二
十
六
「
百
人
一
首
」
神
作
光
一
著 

(
櫻
楓
社
、
令
和
三
年
刊
、
定
價
三
千
八
百
圓
、
一
一
九
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
底
本
は
、
文
化
五
年
刊
、
芝
山
持
豐
筆
、
土
佐
光
貞
畫
。 

稀
覯
本
の
美
し
き
カ
ラ
ổ
複
製
な
れ
ば
、
二
度
目
の
購
入
と
相
成
れ
り
。
著
者
は
元
東
洋
大
學
學
⾧
。 
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二
十
七
「
繪
本
源
氏
物
語
」 

(
日
本
古
典
文
學
會
、
一
九
九
二
年
再
版
、
定
價
二
千
圓
、
三
二
〇
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
底
本
は
、
東
京
大
學
國
文
學
硏
究
室
藏
。
餘
り
に
美
し
き
本
な
れ
ば
、
二
度
目
の
購

入
。
初
版
は
一
九
八
八
年
。 

 

 

 

二
十
八
「
源
氏
物
語
古
注
釋
の
世
界
」 

(
汲
古
書
院
、
平
成
六
年
刊
、
定
價
一
萬
二
千
圓
、
本
文
五
〇
九
頁
) 

古
書
價
格
千
五
百
圓
也
。
實
踐
女
子
大
藏
の
「
覺
勝
院
抄
」
桐
壺
卷
の
翻
刻
を
含
む
。 
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(
令
和
八
年
一
月
十
二
日
受
附
) 

           


